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ＪＡはだのの概要

写真提供：秦野市



ＪＡはだのの概要

組合員数 １４４８５人

正組合員 ２８６４人

准組合員 １１６２１人

職 員 数 ２１１人

営業店舗 ９店舗

本所１ 支所・支店８

（2021年2月末現在）



ＪＡはだのの概要
【特産農産物】（落花生・八重桜）



▪ ぴーなマン ▪ やえのちゃん

【ＪＡはだのオリジナルキャラクター】

ＪＡはだのの概要



ＪＡはだのがめざすもの

①ＪＡ運営の基本理念

「夢のある農業と

次世代へつなぐ豊かな社会を

地域できずく」



ＪＡはだのがめざすもの

②ＪＡ運営の基本目標

・地域の特性を活かした農業振興と

都市農業が果たし得る地域社会への多面的な機能の発揮

・健康で福祉が充実した豊かで活力ある

コミュニティーの形成への積極的貢献



ＪＡはだのがめざすもの

③「３つの共生運動」への取組み

・次世代との共生

・地域との共生

・アジアとの共生



中期経営計画の推移

▪第三次から第四次にかけての2015年度
は農協改革の方向性が出ていなかった
ため作成せず。

計画名 年度

第一次中期経営計画 2006年度～2008年度

第二次中期経営計画 2009年度～2011年度

第三次中期経営計画 2012年度～2014年度

第四次中期経営計画 2016年度～2018年度

第五次中期経営計画 2019年度～2021年度

第六次中期経営計画 2022年度～2024年度



中期経営計画策定の流れ

①プロジェクトチームよる骨子案の作成

⑤策定会議による行動計画・数値目標の作成

③策定委員会による骨子案の決定
④座談会で組合員へ骨子案周知と意見聴取

⑥策定委員会よる原案の決定

⑦理事会で総代会への附議を承認

⑧総代会での計画決議

②策定会議による骨子案検証



▪30代前後の係長、次長クラスの若手職員
を中心に10名程度で構成。

▪現状の課題から取り組むべき要点を整理し、
骨子（大項目、中項目などの方向性）をまと
める。

▪骨子案作成後は、チームリーダーが策定
会議に報告。

プロジェクトチーム
構成

目的



策定会議

▪常勤役員、部室長で構成

▪プロジェクトチームがまとめた骨子案を検
証。

▪座談会に提示した骨子案について、組合員
からでた意見を踏まえ、部署ごとの細かい
行動計画や数値目標を作成。

構成

目的



策定委員会

構成

目的

▪常勤理事（４名）、非常勤理事（３名）、
女性理事（２名）、生産部会（４名）、地
区代表（７名）、女性部（１名）、青年部
（２名） 計２３名

▪骨子案の承認、行動計画・数値目標の承認
等中期経営計画案の決定。



座談会

▪毎年、春と秋に市内83会場で開催、ＪＡ
運営に対し意見聴取。

▪中期経営計画策定年度は、骨子案を提示
し、意見聴取。



▪ 2021年度秋の座談会資料 ▪ 2018年度秋の座談会資料



策定までのスケジュール
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第六次中期経営計画の策定①

▪事業再構築計画
①全中 甲斐野先生のコンサルティングにより2025年度（令和７年
度）までの収支改善計画を作成

金融共済部門 営農経済部門

▪ 金融店舗の再編

▪ 渉外の集約

▪ 相談・提案機能の充実

など

▪ ファーマーズマーケット
「はだのじばさんず」の
販売拡大

▪ 中学校給食への安定供給

など

▪ 共済トレーニー制度の
導入

▪ 実需者ニーズに基づく営
農指導



第六次中期経営計画の策定②

※全中甲斐野氏資料より抜粋



▪甲斐野氏スケジュール

【時期】 【内容】 【備考】

第1回PT
6月29日

①早期是正、規制改革などの情勢
②中期計画の振返り
③ロジックツリーの検証

組合員インタビュー 【ヒアリング対象者】
①農業者(直売所出荷者、施設園芸、観光農園、水田農業、中山間、JA外出荷者)
②女性部など組織活動の参加者
③食農教育、学校給食関係
④直売所利用者(消費者)
【ヒアリング内容】
①生い立ち
②現在の生活
③将来の夢
④将来の不安
⇒インタビューの中からJAが支援できる事項を整理する

第2回PT
7月15日

①インタビューの報告・整理
②組合員インタビューからJAのミション、ビジョンを検討

第3回PT
7月29日

①ミッション、ビジョン、バリューの整理
②戦略(ＫＧＩ)の整理
③KGIを実現するための戦略の検討
④JAの取組み(重点実施事項の整理)

第4回PT
8月18日

①重点実施事項と行動計画の整理
②ロジックツリーの再整理

①全体取りまとめ
②報告

第六次中期経営計画の策定③

※全中甲斐野氏資料より抜粋



中期経営計画の全体骨子 概要

【基本理念】 夢のある農業と次世代につなぐ豊かな社会を地域で築く

【基本目標Ⅰ】
持続可能な地域農業

の確立

【基本目標Ⅱ】
地産地消を中心とした

販売力強化

【基本目標Ⅲ】
相談機能の強化と
総合事業の積極展開

「組織」「事業」「経営」の各分野における基本施策

Ｊ
Ａ
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向
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本
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画

成果目標を設定した重点施策

【 JAの使命➂】
豊かなくらしづくり

【 JAの使命②】
農業者の所得増大

【JAの使命①】
次代につなぐ秦野農業

【基本目標Ⅳ】
持続可能な

経営基盤の強化

【バリュー：行動規範・共有価値観】 「学び、実践する」
組合員：組合員教育事業、健康管理活動、生活文化活動、各種研修会などへの参加を励行
役職員：新技術・知識・資格取得への意欲、チャレンジスピリット

「SDGs」に関

連する事業
の明確化



地域農業振興計画



ご清聴ありがとうございました
ご清聴ありがとうございました


